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町
の
施
策
に
対
し
、
今

ま
で
よ
り
掘
り
下
げ
た
質

問
が
で
き
る
よ
う
、
６
月

定
例
会
か
ら
一
般
質
問
の

方
法
に
一
問
一
答
（
関
連

記
事
６
㌻
）
を
導
入
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
答
弁
す

　

町
民
の
意
思
を
町
政
に

反
映
さ
せ
る
た
め
、
検
証

し
な
が
ら
変
わ
り
続
け
る

議
会
を
目
指
し
て
、
議
会

基
本
条
例
推
進
委
員
会
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

多くの人が熱心に　議会を傍聴議会を傍聴

る
町
側
に
は
反
問
権
・
反

論
権
（
※
）
が
付
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

過
去
３
年
間
の
一
般
質

問
傍
聴
者
数
の
平
均
は
約

10
人
で
し
た
が
、新
た
な
質

問
方
法
の
導
入
に
よ
り
、41

人
が
傍
聴
に
訪
れ
ま
し
た
。

委
員
長　
　

佐
々
木
久
任

副
委
員
長　

坂
本　
　

昇

委　

員　
　

野
舘　

泰
喜

委　

員　
　

合
砂　

丈
司

委　

員　
　

畠
山　

直
人

議
会
改
革
に町

民
の
目
が
光
る

基
本
条
例
の
推
進
を
検
証

6月定例会
の

あらまし

一
般
質
問
の
傍
聴
者
41
人

近
年
で
は
最
高
の
人
数

６月定例会は６月10日から12日までの３日間にわたり開かれました。
一般質問では、７人の議員が地域活性化についてなど

活発な議論を展開しました。
条例改正と補正予算は特別委員会を設けて集中審査。

その結果、請願１件は反対多数で不採択、そのほかの議案は全会一致で
原案のとおり可決しました。

（※）本会議や委員会の議論を明確にするため、議員からの質問や質疑の内容が不明確等
であった場合、町長等はその議員に対して質問の趣旨を確認することなどができるもの
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「
広
報
編
集
委
員
会
」

は
「
広
報
広
聴
常
任
委
員

会
」
に
名
称
を
変
更
し
、

役
割
を
拡
大
す
る
運
び
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
議
会
の
広

報
・
広
聴
を
担
う
委
員
会

と
し
て
の
役
割
を
よ
り
明

確
に
し
、
議
会
基
本
条
例

に
基
づ
き
、
よ
り
開
か
れ

多くの人が熱心に　議会を傍聴多くの人が熱心に　

た
議
会
に
す
る
た
め
の
活

動
を
積
極
的
か
つ
責
任
を

も
っ
て
行
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

委
員
長 

合
砂　

丈
司

副
委
員
長 

三
田
地
久
志

委　

員 

八
重
樫
龍
介

委　

員 

林
﨑
竟
次
郎

委　

員 

野
舘　

泰
喜

委　

員 

坂
本　
　

昇

加藤久民議長が会長に就任

広
聴
強
化
へ
常
任
委
員
会
化

　加藤久民議長が岩手県東部町村議会議長会の会長に就任し
ました。同議長会は、大槌町、山田町、岩泉町、田野畑村、
普代村の５町村議会の議長で組織。町村行政に関する諸般の
事項を協議し、議会を通じて地方自治の振興に寄与すること
などを目的としています。任期は５月 21 日から２年間です。

第三セクター５社の決算状況の概要（26年度決算） （単位：万円）

会　社　名 資本金 町出資金 町出資比率 経常損益 純損益
㈱岩泉総合観光 10,000 7,250 72.5％ 867 635
㈱岩泉産業開発 42,600 37,000 86.9％ ▲ 297 ▲ 695
㈱岩泉きのこ産業 30,500 28,400 93.1％ 8,605 7,067
岩泉乳業㈱ 38,000 36,400 95.8％ 8,435 9,364
㈳岩泉農業振興公社 4,500 3,750 83.3％ ▲ 5,980 ▲ 3,182

今までにない内容の濃い議論

佐
さ さ き

々木保
や すみ

美さん
（岩泉・68歳）

　６月定例会から導入された一問一答
による一般質問を傍聴しましたが、今
までにない内容の濃い議論でした。
　議場での論議の結果が表れてくるの
には時間がかかります。
　議員と町当局は、もっともっと意見
をぶっつけ合い、早急に岩泉型の産
業を構築して欲しいと強く望みます。
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格
者
か
ら
参
加
し
て
も
ら

う
よ
う
進
め
る
べ
き
だ
。

 

（
三
田
地
泰
正
委
員
）

正
確
に
把
握
し
て
い

な
い
が
、
小
川
に
１

人
、
役
場
に
２
人
い
る
。

今
年
度
５
人
の
追
加
を
予

定
し
て
い
る
。
来
年
度
以

降
は
地
区
の
防
災
士
の
育

成
に
向
け
て
計
画
を
作
っ

て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
町
防
災
会
議
の

自
主
防
災
組
織
・
学
識
経

験
者
枠
を
１
人
か
ら
10
人

に
拡
大
し
、
各
地
区
の
自

主
防
災
組
織
か
ら
町
長
が

任
命
す
る
よ
う
条
例
を
改

正
し
た
。

条
例
補
正
予
算
審
査
特
別
委
員
会

消防ポンプ自動車の行進（消防演習の様子）

条例補正予算審査特別委員会（三田地和彦委員長）では、
条例に関する２議案と４つの会計の補正予算を慎重に審査し、
付託された議案すべてを可決すべきと決定しました。

委員会の審査の中から、いくつかの質疑を要約してお伝えします。

デジタル防災行政
無線整備事業

▶事業費
 4 億 4843 万円
▶中継局整備 　 　5局
▶陸上移動局　 　99局
▶移動系無線機　 21 局
▶配電設備工事負担金等

デ
ジ
タ
ル
に
変
わ
る

こ
と
に
よ
っ
て
町
内

を
全
域
カ
バ
ー
で
き
る
か
。

　

ま
た
、
葡
萄
森
へ
の
送

電
線
を

津
田
側
か
ら
で

は
な
く
早
坂
側
か
ら
引
い

て
も
ら
え
な
い
か
。
そ
う

す
れ
ば
、
放
牧
地
、
管
理

小
屋
等
に
電
気
を
通
せ
る

し
、
老
朽
化
し
た
牛
の
飲

雑
用
水
の
施
設
も
対
処
で

き
る
。

 

（
佐
々
木
久
任
委
員
）

ア
ナ
ロ
グ
で
は
中
継

局
が
２
局
だ
っ
た
が
、

今
回
の
デ
ジ
タ
ル
化
で
５

局
に
な
る
の
で
全
域
を
カ

バ
ー
で
き
る
。

　

送
電
に
つ
い
て
は
、
早

坂
側
は
県
立
自
然
公
園
の

区
域
内
で
あ
り
、
架
線
の

延
長
距
離
等
の
理
由
で

問

デ
ジ
タ
ル
に
よ
っ
て
、

停
電
時
の
対
応
が
ど

の
よ
う
に
良
く
な
る
の
か
。

　

ま
た
、
一
般
の
人
で
も

受
信
可
能
か
。

 

（
坂
本
昇
委
員
）

停
電
時
は
、
72
時
間

分
の
燃
料
を
積
ん
だ

発
電
機
が
作
動
す
る
。
そ

の
後
も
給
油
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
時
間
延
長
は
で
き

る
。

　

一
般
の
人
は
、
こ
れ
ま

で
の
よ
う
に
簡
単
に
受
信

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

防
災
士
の
資
格
取
得

者
は
町
内
に
何
人
い

る
か
。
防
災
会
議
に
有
資

問問

答

答

答

津
田
側
か
ら
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
。

399_507_301.indd   4399_507_301.indd   4 15/07/23   9:4915/07/23   9:49



いわいずみ議会だより　第172号
平成27年8月1日発行 5

条
例
補
正
予
算
審
査
特
別
委
員
会

風
力
発
電
の
内
容
は惣

畑
地
区
の
方
向
性
は

古
い
岩
泉
30
景
の
見
直
し
を

園
芸
耕
作
応
援
隊
と
は

民
間
事
業
で
の
計
画都

市
計
画
の
見
直
し
を

新
た
な
掘
り
起
し
取
り
組
む

出
向
い
て
農
業
支
援
を

風
力
発
電
事
業
の
行

政
報
告
が
あ
っ
た
が
、

本
町
と
の
関
わ
り
、
メ

リ
ッ
ト
は
ど
う
か
。

　

そ
し
て
、
環
境
へ
の
影

響
等
に
つ
い
て
も
住
民
に

説
明
し
て
も
ら
い
た
い
。

 

（
佐
々
木
久
任
委
員
）

基
本
的
に
民
間
事
業

で
あ
る
。
設
置
場
所

は
、
害
鷹
森
お
よ
び
一
杯

森
周
辺
の
国
有
林
が
主
で

全
て
借
り
上
げ
の
予
定
と

聞
い
て
い
る
。

　

町
で
は
、
縦
覧
、
説
明

会
の
会
場
手
配
等
の
協
力

を
し
て
い
く
。
メ
リ
ッ
ト

は
、
固
定
資
産
税
と
し
て

１
億
円
前
後
が
入
る
と
試

算
し
て
い
る
。

　

今
年
度
、
環
境
影
響
評

価
を
進
め
る
予
定
で
あ

り
、
７
月
頃
に
大
川
地
区

で
説
明
会
を
開
催
す
る
予

定
と
聞
い
て
い
る
。

遊
休
農
地
の
増
加
に

対
し
て
、
農
地
中
間

管
理
機
構
が
農
地
の
流
動

化
を
進
め
て
い
る
。
そ
の

中
で
、
惣
畑
地
区
等
は
都

市
計
画
区
域
の
指
定
が
あ

る
た
め
農
地
の
流
動
化
が

妨
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

惣
畑
地
区
の
都
市
計
画

の
位
置
付
け
と
方
向
性
は

ど
う
か
。

 

（
三
田
地
泰
正
委
員
）

岩
泉
町
三
陸
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
協
議
会

や
岩
泉
観
光
ガ
イ
ド
協
会

が
動
き
を
見
せ
て
き
て
い

る
。
以
前
創
設
し
た
岩
泉

30
景
は
寂
れ
た
所
も
あ

園
芸
耕
作
応
援
隊
と

は
ど
ん
な
組
織
か
。

 

（
菊
地
弘
已
委
員
）

ト
ラ
ク
タ
ー
と
耕
運

機
を
購
入
し
、
岩
泉

昭
和
44
年
に
策
定
さ

れ
た
都
市
計
画
で
は

惣
畑
・
川
崎
地
区
は
工
業

地
域
で
あ
り
、
現
在
は
不

都
合
が
出
て
き
て
い
る
。

　

惣
畑
・
川
崎
地
区
は
最

大
の
開
発
可
能
地
で
あ
る

の
で
、
都
市
計
画
の
大
規

模
な
見
直
し
を
行
い
、
区

画
整
理
等
の
計
画
を
作
っ

た
上
で
、
道
路
の
整
備
に

つ
い
て
も
考
え
て
い
き
た
い
。

問

問

問問

補正予算の主な内容
◇定住促進用地造成実施設計委託料　145万円

森の越地区に宅地を造成し、子育て支援用として、より安価に分譲する予定です。
◇備品購入費　2617万円

小本地区複合施設整備事業に関する備品一式を購入するものです。
◇岩泉きのこ産業支援事業補助金　　2225万円

計量包装機等製造ラインの大幅な改善のため、補助対象事業費の半分を補助
するものです。

り
、
再
度
、
充
実
に
向
か

う
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

 

（
坂
本
昇
委
員
）

確
か
に
、
20
年
く
ら

い
前
に
岩
泉
町
観
光

周辺の木々が大きくなり、看板位
置から見えなくなっている丹洞

安家

小川
岩泉

大川 有芸

宮古市

盛岡市 小本

　この付近に約 3000キロワット
級の 80 メートルタワー風車 40
基が岩泉町側に、30基が宮古市
側に設置される計画です

答

答

答

答

協
会
が
中
心
に
な
っ
て
作

り
、
町
で
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
発
行
し
て
い
る
。
そ
の

中
に
は
、
施
設
が
撤
去
さ

れ
て
存
在
し
な
い
も
の
が

で
て
き
て
い
る
。
新
し
く

作
る
か
、
絞
る
か
、
岩
泉

町
観
光
協
会
に
も
働
き
か

け
な
が
ら
、
新
た
な
観
光

ス
ポ
ッ
ト
の
掘
り
起
し
に

努
め
た
い
。

農
業
振
興
公
社
を
主
に
各

関
係
団
体
と
連
携
し
な
が

ら
、遊
休
地
や
高
齢
者
等
、

自
分
の
力
だ
け
で
は
作
業

が
困
難
に
な
っ
て
い
る
農

家
を
支
援
し
て
い
く
。
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■
農
協
法
改
定
を
は
じ
め

と
し
た
「
農
業
改
革
」
に

関
す
る
請
願

▼
請
願
者　

岩
手
県
農
業

協
同
組
合
労
働
組
合　

中

央
執
行
委
員
長　

齋
藤
禎

弘▼
紹
介
議
員

　

林
﨑
竟
次
郎

不
採
択

　

６
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
請
願
は
１
件
で
し
た
。

　

産
業
常
任
委
員
会
に
審
査
を
付
託
し
、
本
会
議
で
次

の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、陳
情
書
１
件
は
、議
会
運
営
委
員
会
で
協
議
し
、

議
員
と
町
当
局
へ
資
料
配
付
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
の

　

６
月
定
例
会
か
ら
一
般

質
問
の
方
法
を
選
択
し
て

試
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

▼
一
括
質
問

　

従
来
の
質
問
方
法
。
１

回
目
は
複
数
の
質
問
を
一

括
し
て
行
い
、
再
質
問
は

２
回
で
き
ま
す
。
時
間
の

制
限
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
一
問
一
答

　

１
回
目
は
一
括
し
て
質

問
し
ま
す
が
、
２
回
目
以

降
は
一
問
ず
つ
質
問
し
ま

す
。
制
限
時
間
は
、
答
弁

を
含
め
て
60
分
で
す
。

▼
全
て
一
問
一
答

　

１
回
目
か
ら
一
問
ず
つ

質
問
し
ま
す
。
制
限
時
間

は
、
60
分
で
す
。

　

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
長
な
ど
の
執
行
機
関
に
対
し
、
事
務
の
執
行
状

況
や
将
来
の
方
針
な
ど
に
つ
い
て
、
所
信
や
疑
問
を
た
だ
す
こ
と
、
あ
る
い
は

報
告
や
説
明
を
求
め
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
ま
た
、
議
員
が
主
義
、
主
張
を
述

べ
提
案
し
論
戦
し
ま
す
。

　

結
果
と
し
て
「
現
行
の
政
策
変
更
」
や
「
新
規
政
策
を
採
用
」
さ
せ
る
な
ど

の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

内
容
を
要
約
し
て
登
壇
順
（
質
問
順
）
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
質
疑
全
文
を
記
録
し
た
会
議
録
は
、
10
月
上
旬
こ
ろ
か
ら
町
立
図
書

館
ま
た
は
役
場
各
支
所
図
書
室
で
閲
覧
可
能
と
な
る
予
定
で
す
。

一
般
質
問

一
般
質
問

①小川公共施設に配慮を
②四つの小学校を一つに
③1次産業振興に人材を
④CCRCの積極導入を

野舘　泰喜 7p
①森林作業道の開設を
②さらなる農業振興を

三田地久志 8p
①振興協議会との協働実態は
②介護認定者に支援策を

坂本　　昇 9p
①惣畑・川崎の道路整備を
②龍泉洞の水資源の確保を

八重樫龍介 10p
①振興協議会をどう評価
②炭鉱跡地を振興拠点に

菊地　弘已 11p
①町長選に５選出馬すべき
②子育て支援に100万円を
③大川町営住宅の整備を

畠山　直人 12p
①支援金で国保税を減額に
②高齢者医療費の無料化を

林﨑竟次郎 13p

7人の議員が発言
～質問内容～

一般質問
３つの方法
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基本構想見直しに着手
伊達 町長

小川公共施設に配慮を
野
のだて

舘　泰
やすき

喜 議員

野
舘
泰
喜
議
員　

地
区
の

中
心
施
設
と
し
て
、
以
下

の
整
備
を
要
望
す
る
。

　

①
町
民
バ
ス
の
停
留
所

と
待
合
所
、
公
衆
ト
イ
レ

を
敷
地
内
に
設
置
。
②
高

齢
者
の
た
め
に
１
階
に
椅

子
と
テ
ー
ブ
ル
の
会
議

室
。
③
営
業
許
可
が
と
れ

る
調
理
設
備
。
④
芸
能
活

動
に
対
処
で
き
る
防
音

室
。
⑤
貴
重
な
文
書
の
保

管
庫
。
⑥
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
に
対
応
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
。
⑦
図
書

室
。
そ
の
他
に
小
川
診
療

所
の
継
続
。
以
上
の
実
現

性
を
問
う
。

伊
達
町
長　

平
成
25
年
度

に
保
育
園
の
移
転
改
築
と

小
川
支
所
周
辺
用
地
の
有

効
活
用
を
含
め
た
小
川
地

区
公
共
施
設
再
編
計
画
を

策
定
し
た
。
子
ど
も
た
ち

が
生
涯
に
わ
た
っ
て
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
に
役
立
つ
施
設
と
な
る

よ
う
、
基
本
構
想
の
全
体

的
な
見
直
し
を
含
め
検
討

す
る
。

公共施設の再編が待たれる現在の小川支所

〈一問一答〉

野
舘
議
員　

複
式
学
級
解

消
の
た
め
に
、
小
川
地
区

の
四
つ
の
小
学
校
を
一
つ

に
再
編
す
る
べ
き
。

三
上
教
育
長　

平
成
27
年

３
月
に
「
岩
泉
町
学
校
適

正
配
置
基
本
計
画
」
を
策

野
舘
議
員　

１
次
産
業
の

振
興
の
た
め
、
人
材
の
育

成
と
招
請
の
両
面
か
ら
模

索
す
る
べ
き
と
思
う
が
。

四
つ
の
小
学
校
を
一
つ
に

１
次
産
業
振
興
に
人
材
を

定
し
た
。
こ
の
内
容
を
保

護
者
お
よ
び
地
域
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
説
明
会
を
順

次
開
催
し
、
合
意
形
成
に

努
め
る
。
小
川
地
区
の
再

編
に
つ
い
て
は
選
択
肢
の

一
つ
と
考
え
て
い
る
。

町
長　

復
興
支
援
員
制
度

を
活
用
し
、
町
内
外
に
情

報
を
発
信
し
な
が
ら
人
材

の
確
保
に
当
た
る
。

野
舘
議
員　

C
C
R
C
と

は
、
都
会
の
高
齢
者
が
地

方
に
移
り
住
み
、
継
続
的

な
ケ
ア
環
境
の
下
で
、
自

立
し
た
社
会
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
地
域
共
同

体
の
こ
と
で
あ
る
。

　

火
山
噴
火
や
地
震
、
大

雨
等
災
害
リ
ス
ク
が
高

ま
っ
て
い
る
現
在
、
本
町

の
地
盤
の
強
固
さ
や
気
象

条
件
、
豊
富
な
農
林
水
産

物
や
多
様
な
郷
土
食
等
、

都
会
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
。

　

空
き
校
舎
を
活
用
し

て
、
こ
の
実
現
に
取
り
組

む
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

町
長　

国
に
お
い
て
、
地

方
創
生
担
当
大
臣
の
下
、

夏
ご
ろ
に
は
「
日
本
版

C
C
R
C
構
想
」
の
中
間

報
告
が
発
表
さ
れ
る
予
定
。

　

本
町
の
学
校
施
設
を
活

用
し
た
官
製
C
C
R
C
に

つ
い
て
は
、
地
域
独
自
の

魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
で
事
業
展
開
は
可
能
だ
。

学
校
再
編
に
伴
う
敷
地
や

建
物
の
活
用
も
視
野
に
入

れ
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

CCRCの積極導入を
調査研究に着手する
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森
林
作
業
道
の
開
設
を

作
業
道
の
整
備
は
有
効

三み

た

ち
田
地　

久ひ
さ
し志 

議
員

伊
達 

町
長

三
田
地
久
志
議
員　

町
で

は
、
世
界
基
準
の
Ｆ
Ｓ
Ｃ

森
林
認
証
に
取
り
組
み
、

ま
た
拡
大
を
は
か
る
事
業

を
展
開
し
て
い
る
が
、
作

業
道
の
整
備
を
併
せ
て
進

め
、
道
路
網
の
整
備
を
促

進
す
る
べ
き
と
考
え
る
。

　

Ｆ
Ｓ
Ｃ
森
林
認
証
に
参

加
し
た
山
主
に
は
無
償
で

作
業
道
の
開
設
を
行
う
べ

き
で
は
な
い
か
。

伊
達
町
長　

平
成
15
年
に

Ｆ
Ｓ
Ｃ
森
林
認
証
を
取
得

し
、
昨
年
度
か
ら
私
有
林

に
お
い
て
も
拡
大
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

森
林
認
証
に
参
加
し
た

森
林
を
対
象
と
し
た
作
業

道
開
設
へ
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
適
切
に
管
理
さ
れ

た
森
林
の
証
で
あ
る
森
林

認
証
の
拡
大
を
推
進
し
て

い
く
た
め
に
、
基
幹
林
道

等
に
加
え
作
業
道
の
整
備

は
有
効
で
あ
る
と
認
識
を

し
て
い
る
。
今
後
も
積
極

的
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
そ
の
他
の
森
林
整
備

事
業
を
含
め
た
総
合
的
な

林業振興のためには作業林道が必要です

三
田
地
議
員　

狭
小
な
農

地
が
多
い
本
町
で
は
、
国

が
進
め
る
農
地
集
積
は
難

し
い
。

　

そ
こ
で
、
各
集
落
を
ま

と
め
て
集
落
営
農
に
取
り

組
む
考
え
は
な
い
か
。

　

さ
ら
に
、
閉
校
に
な
っ

た
校
舎
の
空
き
教
室
を
利

用
し
て
野
菜
栽
培
を
行
う

考
え
は
な
い
か
。

伊
達
町
長　

農
地
は
、
農

業
を
営
む
基
礎
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
国
等
の
制
度
を

活
用
し
、
集
積
が
可
能
な

地
区
は
規
模
の
大
小
に
関

わ
ら
ず
集
積
を
行
い
、
必

要
と
す
る
農
業
者
へ
の
貸

出
し
を
推
進
し
て
い
く
。

　

農
業
後
継
者
は
、
集
落

営
農
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
り

得
る
可
能
性
が
高
く
、
そ

の
育
成
に
対
す
る
支
援
を

検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
町
で
地
域
お
こ

し
の
切
り
札
と
し
て
推
進

し
て
い
る
復
興
支
援
員
制

度
を
活
用
し
、
地
域
に
深

く
踏
み
込
み
、
組
織
化
を

含
ん
だ
支
援
の
体
制
を
構

築
し
て
い
く
。

　

閉
校
し
た
校
舎
の
空
き

教
室
に
お
け
る
野
菜
等
の

栽
培
に
つ
い
て
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
す

る
と
と
も
に
、
地
域
ご
と

の
気
候
や
土
壌
な
ど
の
諸

条
件
に
合
っ
た
作
目
の
選

定
を
含
め
、
実
証
実
験
を

進
め
て
い
る
。

　

新
た
な
農
業
の
展
開
を

は
か
り
、
地
域
の
農
業
者

の
意
向
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
な
お
一
層
農
業
振
興

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

〈
一
問
一
答
〉

施
策
を
推
進
し
て
い
く
。

実
証
実
験
を
行
い
検
討

さ
ら
な
る
農
業
振
興
を
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第二の公共を担う組織活動
伊達 町長

振興協議会との協働実態は
坂
さかもと

本　昇
のぼる

 議員

坂
本
昇
議
員　

明
日
が
見

え
る
岩
泉
を
築
い
て
い
く

た
め
に
は
地
域
振
興
協
議

会
と
の
協
働
が
不
可
欠
で

あ
る
。

①
協
議
会
の
活
動
実
態
は

ど
う
か
。

②
協
議
会
の
報
酬
に
関
す

る
基
準
は
。

③
復
興
支
援
員
は
ど
の
よ

う
な
状
況
に
あ
る
の
か
。

伊
達
町
長　

地
域
振
興
協

議
会
は
、
第
二
の
公
共
を

担
う
組
織
で
あ
り
、
最
終

的
に
は
自
主
運
営
で
き
る

組
織
と
な
る
こ
と
を
想
定

坂
本
議
員　

介
護
認
定
者

が
８
７
０
人
を
数
え
、
そ

の
う
ち
１
０
０
人
以
上
が

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
て

い
な
い
。
外
出
を
し
た
く

と
も
控
え
て
い
る
人
が
40

パ
ー
セ
ン
ト
に
も
及
ぶ
。

　

ま
た
、
町
外
の
医
療
機

関
の
治
療
を
受
け
よ
う
と

し
て
も
そ
の
支
援
策
が
な

い
。
支
援
・
対
応
策
が
必

要
と
思
う
が
ど
う
か
。

町
長　

家
族
な
ど
に
よ
る

介
護
や
支
援
、
介
護
予
防

や
老
人
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
な
ど
で
の
対
応
に
よ

り
、
在
宅
で
身
体
等
の
状

態
を
維
持
し
な
が
ら
過
ご

さ
れ
て
い
る
人
も
い
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

安家地区河川清掃の様子

〈一問一答〉

し
て
い
る
。

①
現
在
は
、
広
範
な
地
域

課
題
に
果
敢
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
一
定
の
成
果
が

上
が
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
さ
ら
な
る
ニ
ー

ズ
の
掘
り
起
こ
し
を
強
化

し
、
密
度
の
濃
い
き
め
細

や
か
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
の

充
実
を
は
か
る
た
め
、
支

所
職
員
の
増
員
を
検
討
す

る
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

②
役
員
の
報
酬
に
つ
い
て

は
、
一
定
額
を
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
で
算
定

し
て
協
議
会
へ
交
付
し
て

い
る
。
配
分
は
各
協
議
会

に
一
任
し
て
い
る
。

③
復
興
支
援
員
に
つ
い
て

は
、
広
く
募
集
し
て
い
る

が
、
地
域
振
興
協
議
会
の

活
動
支
援
に
対
す
る
応
募

が
な
い
状
況
に
あ
る
。
地

域
を
知
り
、
地
域
に
誇
り

を
持
て
る
よ
う
な
支
援
員

が
必
要
な
の
で
、
募
集
方

法
等
を
見
直
し
、
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

新
制
度
の
構
築
を
検
討
す
る

介
護
認
定
者
に
支
援
策
を

な
い
人
が
生
じ
な
い
よ
う

見
守
り
や
実
態
・
状
況
の

把
握
に
取
り
組
む
。

　

外
出
す
る
人
へ
は
、「
外

出
者
支
援
サ
ー
ビ
ス
車
運

行
事
業
」
に
よ
り
、
町
内

の
医
療
機
関
ま
で
の
移
送

サ
ー
ビ
ス
や
町
内
路
線
バ

ス
の
利
用
促
進
を
目
的
と

し
た
助
成
制
度
を
行
っ
て

い
る
。

　

町
外
の
医
療
機
関
を
受

診
し
よ
う
と
す
る
場
合
に

は
、
現
在
の
制
度
で
は
対

応
し
か
ね
る
状
況
に
あ
る

の
で
、「
介
護
予
防
・
日

常
生
活
総
合
支
援
事
業
」

の
検
討
・
導
入
と
併
せ
、

新
た
な
制
度
と
し
て
構
築

し
て
い
く
。

そ
の
ほ
か
の
質
問

■
安
心
安
全
な
水
源
涵か
ん
よ
う養
に
つ
い
て
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惣
畑
・
川
崎
の
道
路
整
備
を

可
能
性
を
調
査
検
討
す
る

八や
え
が
し

重
樫　

龍り
ゅ
う
す
け介 

議
員

伊
達 

町
長

八
重
樫
龍
介
議
員　

岩
泉

小
学
校
前
に
子
育
て
支
援

住
宅
12
戸
の
建
築
が
予
定

さ
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に

若
い
世
代
の
定
住
化
お
よ

び
人
口
増
加
を
は
か
る
べ

き
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
宅
地

造
成
と
若
者
の
定
住
や
雇

用
を
促
進
す
る
た
め
の
住

宅
整
備
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

惣
畑
・
川
崎
地
区
の
道
路

整
備
を
行
う
べ
き
と
思
う

が
考
え
を
聞
く
。

伊
達
町
長　

子
育
て
世
代

を
含
め
た
若
者
が
住
め
る

住
宅
の
確
保
は
、
定
住
化

を
進
め
る
上
で
重
要
な
要

素
の
一
つ
で
あ
る
。

　

新
た
な
住
宅
、
宅
地
の

整
備
に
併
せ
既
存
の
町
営

住
宅
、
教
員
住
宅
、
使
用

で
き
る
空
き
家
お
よ
び
民

間
ア
パ
ー
ト
等
の
活
用
も

検
討
す
る
な
ど
住
宅
対
策

を
調
査
研
究
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
方
向
性
に

つ
い
て
は
秋
に
は
報
告
し

た
い
。

八
重
樫
議
員　

近
年
他
の

道
県
に
お
い
て
、
外
国
資

本
に
よ
る
目
的
不
明
の
土

地
取
引
が
行
わ
れ
、
後
に

乱
開
発
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起

き
て
い
る
。

　

転
ば
ぬ
先
の

で
は
な

い
が
、
龍
泉
洞
の
水
資
源

の
確
保
の
た
め
に
水
源
、

水
質
や
水
量
に
影
響
を
及

道路整備による惣畑地区のさらなる
賑わいが期待されます（児童遊園）

〈
一
問
一
答
〉

　

惣
畑
・
川
崎
地
区
は
、

岩
泉
地
域
に
お
け
る
住
宅

建
築
の
候
補
地
と
し
て
有

望
な
エ
リ
ア
と
捉
え
て
い

る
。
地
権
者
等
の
状
況
を

把
握
し
な
が
ら
、
そ
の
可

能
性
に
つ
い
て
調
査
検
討

す
る
。

他
団
体
の
条
例
を
参
考
に
検
討

龍
泉
洞
の
水
資
源
の
確
保
を

ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
事
業
者

が
水
資
源
に
絡
む
土
地
取

引
な
ど
を
行
う
場
合
に
事

前
の
届
け
出
や
自
治
体
と

の
協
議
を
義
務
づ
け
る

「
水
源
保
護
条
例
」
の
制

定
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

伊
達
町
長　

龍
泉
洞
の
水

は
、
ド
ラ
ゴ
ン
ブ
ル
ー
の

地
底
湖
を
形
成
し
、
さ
ら

に
は
町
民
の
飲
み
水
と
し

て
利
用
し
て
い
る
貴
重
な

水
で
あ
る
。

　

水
源
、
水
質
、
水
量
に

影
響
を
及
ぼ
す
開
発
行
為

か
ら
龍
泉
洞
の
水
を
永
久

的
に
保
全
す
る
た
め
、
環

境
省
文
化
庁
な
ど
の
国
の

機
関
お
よ
び
県
な
ど
と
も

協
議
を
重
ね
、
ど
の
よ
う

な
規
制
条
項
を
制
定
で
き

る
の
か
、
他
団
体
の
条
例

等
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

水
源
保
護
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
慎
重
に
検
討
す
る
。
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未来を拓く原動力と確信
伊達 町長

菊
きくち

地　弘
ひろ み

已 議員

菊
地
弘
已
議
員　

各
地
区

の
振
興
協
議
会
は
、
地
域

の
大
き
な
問
題
や
集
落
の

課
題
な
ど
を
住
民
が
議
論

し
て
解
決
し
て
い
る
。
ま

た
、
各
種
行
事
や
イ
ベ
ン

ト
等
を
計
画
し
、
積
極
的

に
取
り
組
み
大
き
な
成
果

を
上
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
で
は
地
方
版

総
合
戦
略
の
策
定
を
求
め

て
い
る
が
、
町
が
策
定
し

て
い
る
内
容
を
示
せ
。

伊
達
町
長　

地
域
振
興
協

議
会
は
、
住
民
主
体
の
取

り
組
み
と
し
て
正
に
実
践

振興協議会をどう評価

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

進
め
て
き
た
ま
ち
づ
く
り

の
大
き
な
成
果
の
一
つ
で

あ
る
。今
後
に
お
い
て
も
、

本
町
の
未
来
を
切
り
拓
い

て
い
く
た
め
の
原
動
力
に

な
る
で
あ
ろ
う
と
確
信
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

地
方
版
総
合
戦
略
は
、

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
分
析

と
、
そ
の
対
策
を
現
在
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
仕
事
の
創
出
、
１
次

産
業
の
人
材
育
成
お
よ
び

子
育
て
支
援
を
重
点
に
策

定
を
進
め
て
い
る
。

小川地区自主防災協議会本部訓練の様子

〈一括質問〉

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
模
索

炭
鉱
跡
地
を
振
興
拠
点
に

菊
地
議
員　

小
川
地
域
の

高
齢
化
が
進
み
、
高
齢
者

の
住
宅
、
医
療
介
護
の
施

設
等
の
確
保
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
、
若
者
の
雇
用
、

定
住
化
の
促
進
の
た
め
に

企
業
誘
致
を
は
か
る
べ
き

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
広

大
な
面
積
を
有
す
る
小
川

炭
鉱
跡
地
を
取
得
し
て
振

興
拠
点
と
す
べ
き
と
思
う

が
ど
う
か
。

　

ま
た
、
本
跡
地
に
介
護

関
係
の
施
設
が
で
き
る
と

聞
く
が
こ
の
内
容
を
示
せ
。

伊
達
町
長　

今
般
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
炭

鉱
跡
地
を
建
設
予
定
地
と

し
て
、
事
業
を
展
開
し
た

い
旨
の
話
し
が
あ
っ
た
。

現
在
、
具
体
的
な
実
施
時

期
や
施
設
の
定
員
規
模
な

ど
に
つ
い
て
検
討
を
始
め

て
い
る
と
の
こ
と
。

　

今
後
に
お
い
て
、
当
該

事
業
者
か
ら
介
護
施
設
整

備
を
進
め
る
意
向
の
確
認

が
取
れ
た
場
合
に
は
、
用

地
の
一
部
取
得
や
施
設
整

備
に
伴
う
関
係
機
関
と
の

協
議
等
に
つ
い
て
、
必
要

な
手
続
き
を
進
め
る
。

　

ま
た
、
跡
地
の
総
体
的

な
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

そ
の
面
積
が
広
大
で
あ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
策
が

考
え
ら
れ
る
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
意

見
を
聞
く
中
で
、
必
要
性

を
認
識
し
た
場
合
に
は
、

活
性
化
に
資
す
る
べ
く
活

用
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。
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町
長
選
に
５
選
出
馬
す
べ
き

町
政
を
担
う
覚
悟
は
あ
る

畠は
た
け
や
ま山　

直な
お
と人 

議
員

伊
達 

町
長

畠
山
直
人
議
員　

伊
達
町

長
の
任
期
は
、
６
カ
月
余

り
と
な
っ
て
い
る
が
、
岩

泉
町
の
抱
え
る
課
題
は
、

山
積
し
て
い
る
。
伊
達
町

長
の
手
腕
と
、
切
れ
目
の

な
い
町
政
運
営
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
12
月
25

日
任
期
満
了
に
伴
う
町
長

選
に
、
５
選
を
目
指
し
立

候
補
の
表
明
を
示
す
べ
き

で
あ
る
。

伊
達
町
長　

被
災
し
た
小

本
地
域
の
復
旧
・
復
興
事

業
と
地
方
創
生
に
絡
め
た

地
域
づ
く
り
に
向
け
、
命

を
懸
け
て
責
任
を
と
ら
な

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
町
政
運
営
を

畠
山
議
員　

大
川
の
町
営

住
宅
は
、
老
朽
化
や
耐
震

性
の
問
題
か
ら
、
空
き
家

と
な
っ
て
い
る
。
速
や
か

に
整
備
す
べ
き
だ
。

町
長　

子
育
て
世
帯
用

棟
、
単
身
住
宅
棟
な
ど
複

数
形
態
を
備
え
た
町
営
住

宅
の
整
備
を
検
討
し
た
い
。

〈
一
問
一
答
〉

効
率
的
な
対
策
を
鋭
意
検
討

子
育
て
支
援
に
１
０
０
万
円
を

複
数
形
態
を
備
え
た
住
宅
で

大
川
町
営
住
宅
の
整
備
を

畠
山
議
員　

子
育
て
世
代

が
減
る
限
り
、
人
口
減
少

が
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
く
。

　

子
育
て
世
代
、
特
に
女

性
の
声
を
聴
く
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
こ
の
層
の
声

が
行
政
や
議
会
に
届
い
て

い
な
い
こ
と
が
、
少
子
化

や
子
育
て
環
境
を
深
刻
化

さ
せ
た
大
き
な
要
因
と

思
っ
て
い
る
。

　

子
育
て
支
援
策
と
し

て
、
本
町
に
３
年
以
上
在

住
し
た
家
族
に
第
３
子
目

か
ら
１
０
０
万
円
の
出
産

祝
い
金
を
支
給
す
る
積
極

戦
略
を
早
急
に
取
り
組
む

べ
き
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
町
で
宅
地
を
造

成
し
住
宅
建
築
希
望
者

に
、
低
価
格
で
分
譲
す
る

こ
と
が
、定
住
化
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
。

町
長　

第
３
子
目
か
ら

１
０
０
万
円
の
出
産
祝
い

早期改築が望まれる町営住宅大川団地

金
を
支
給
す
る
こ
と
に
関

し
て
は
、
効
率
的
な
対
策

に
つ
い
て
鋭
意
検
討
す
る
。

　

ま
た
、
若
者
の
た
め
の

宅
地
分
譲
に
つ
い
て
は
、

総
括
し
、
町
民
の
幸
せ
を

願
い
、
志
は
高
く
、
目
線

は
町
民
に
向
け
、
５
選
目

に
挑
戦
し
た
い
。

現
在
進
め
て
い
る
。
町
内

分
譲
地
の
状
況
を
踏
ま

え
、
需
要
な
ど
を
探
り
な

が
ら
、
整
備
を
進
め
て
い

く
。
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引下げ行う時期ではない
伊達 町長

林
はやしざき

﨑　竟
きょうじろう

次郎 議員

林
﨑
竟
次
郎
議
員　

昭
和

59
年
の
国
民
健
康
保
険
法

等
の
改
正
に
よ
り
国
保
の

国
庫
負
担
率
が
引
き
下
げ

ら
れ
た
こ
と
が
、
国
保
会

計
の
財
政
運
営
に
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
と
思
う
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

町
財
政
へ
の
影
響
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
２
月
の
全
国
知

事
会
等
と
国
と
の
合
意
に

よ
り
、
公
費
拡
充
等
に
よ

る
財
政
基
盤
の
強
化
と
し

て
、
財
政
支
援
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

財
源
を
活
用
し
て
国
保
税

の
引
き
下
げ
に
使
う
こ
と

支援金で国保税を減額に

が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。

　

こ
の
財
源
を
活
用
し
て

国
保
料
の
引
き
下
げ
を
発

表
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
。
本
町
で
も
同
様
の
措

置
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

伊
達
町
長　

国
庫
負
担
率

の
引
き
下
げ
は
、
歳
入
減

と
な
る
大
き
な
改
正
で

あ
っ
た
も
の
の
、
併
せ
て

財
政
調
整
交
付
金
の
見
直

し
も
あ
り
、
税
率
を
改
正

す
る
こ
と
な
く
財
政
運
営

を
行
っ
て
き
た
。

　

併
せ
て
、
制
度
改
正
を

的
確
に
把
握
し
、
被
保
険

者
へ
の
影
響
を
出
来
る
だ

け
最
小
限
に
留
め
る
よ
う

医療費の支払いをしている様子

林
﨑
議
員　

高
齢
者
の
医

療
費
の
削
減
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
医
療
費
を

無
料
化
し
て
い
る
自
治
体

の
あ
る
議
員
は
「
医
療
を

し
っ
か
り
受
け
ら
れ
る
こ

と
で
、
一
人
当
た
り
の
年

間
の
医
療
費
は
、
東
京
都

や
国
よ
り
低
い
」
と
話
し

て
い
る
。

　

本
町
で
も
75
歳
以
上
の

医
療
費
無
料
化
の
検
討
を

開
始
す
べ
き
と
考
え
る
。

町
長　

後
期
高
齢
者
医
療

に
加
入
す
る
被
保
険
者
の

う
ち
、
98
パ
ー
セ
ン
ト
が

窓
口
負
担
１
割
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
１
月
当
た

り
の
自
己
負
担
限
度
額
は

70
歳
未
満
よ
り
優
遇
さ
れ

て
い
る
状
況
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
医
療
費
無
料
化
は

考
え
て
い
な
い
。

〈一問一答〉

町
単
独
で
は
考
え
て
い
な
い

高
齢
者
医
療
費
の
無
料
化
を

税
率
改
正
を
行
う
こ
と
に

も
努
め
て
き
た
。

　

国
保
税
の
引
下
げ
に
つ

い
て
は
、平
成
26
年
度
に
、

国
保
税
の
軽
減
世
帯
の
対

象
を
拡
大
す
る
対
策
を
講

じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
度
末

に
約
４
億
円
あ
っ
た
財
政

調
整
基
金
が
、
平
成
26
年

度
末
に
お
い
て
は
、
１
億

５
１
０
０
万
円
ま
で
減
少

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

は
引
き
下
げ
を
行
う
時
期

で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
の
質
問

■
町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て
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学
校
統
合
は
ど
う
進
む
の
か

通
学
手
段
の
確
保
と

 

学
習
機
会
の
拡
充

生
活
安
全
の
対
応
を

　

各
地
区
の
小
中
学
校
の

P
T
A
の
皆
さ
ん
22
人
が

参
加
し
、
学
校
統
合
や
通

学
時
に
お
け
る
「
足
」
の

確
保
等
、
身
近
な
問
題
で

活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

 

（
座
長　

坂
本　

昇
）

▽ 

人
口
減
少
が
大
き
な
課

題
で
あ
る
。
通
学
や
地

域
、
子
ど
も
の
こ
と
を

考
え
る
と
学
校
統
合
の

決
断
が
で
き
な
い
。

▽ 

統
合
す
る
な
ら
早
い
ほ

う
が
良
い
と
言
っ
て
い

る
子
ど
も
も
い
る
。

▽ 

子
育
て
支
援
住
宅
の
着

手
が
見
込
ま
れ
る
。

▽ 

岩
泉
町
学
校
適
正
配
置

基
本
計
画
の
内
容
が
示

さ
れ
、
今
月
か
ら
地
域

の
意
見
を
聞
く
た
め
に

地
域
に
入
る
予
定
で
あ

る
と
報
告
を
受
け
た
。

　第 5回「議員と語る
会」は、3月定例会の議
会報告と、定住化・子育
て等について若い世代と
意見交換を行いました。
各分野で出された意見の
一部を紹介します。

▽ 

自
転
車
通
学
は
、
被
害

者
に
も
加
害
者
に
も
な

る
恐
れ
が
あ
る
。
保
険

料
は
あ
ま
り
高
く
な
い

の
で
、
加
入
を
検
討
す

べ
き
。

▽ 

自
宅
で
井
戸
水
を
利
用

し
て
い
る
の
で
ピ
ロ
リ

菌
が
心
配
。

学校統合の問題に真剣に聞き入る出席者

▽ 

小
学
校
は
ス
ク
ー
ル
バ

ス
だ
が
、
中
学
校
に
な

る
と
町
民
バ
ス
の
利
用

に
な
る
。
部
活
動
終
了

後
で
は
、
バ
ス
時
間
に

間
に
合
わ
な
い
。（
鼠

入
地
区
）

▽ 

土
・
日
も
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
対
応
が
あ
る
。（
大

川
地
区
）

▽ 

高
校
生
に
も
バ
ス
の
対

応
が
欲
し
い
。（

津

田
地
区
）

▽ 
習
い
事
を
す
る
に
は
他

地
区
ま
で
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

部
活
動
の
選
択
肢
が
少

な
い
。（
大
牛
内
地
区
）

▽ 

統
合
条
件
等
に
関
わ
ら

ず
、
均
衡
あ
る
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
対
応
が
望
ま

れ
る
。

▽ 

町
が
岩
泉
高
校
に
通
学

費
を
支
援
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、バ
ス
の
対
応
が
可

能
か
ど
う
か
調
査
す
る
。

▽ 

自
転
車
保
険
は
免
許
交

付
と
と
も
に
義
務
化
で

き
な
い
か
。

▽ 

水
道
の
本
管
が
通
っ
て

い
れ
ば
、
つ
な
げ
ら
れ

る
。
上
下
水
道
課
に
相

談
を
。

佐
さ さ き

々木さち子さん
（ 津田・48歳）

　部門別なので、意見も出
せたし、伝わったと思う。
他校の人とも知り合えて良
かった。議員の皆さんは、課
題について対応して欲しい。

出

良
課

PTA
6月17日
開催

参
加
者
の
意
見

参
加
者
の
意
見

参
加
者
の
意
見

議
員
の
発
言

議
員
の
発
言

議
員
の
発
言
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第2回分野別第2回分野別
議員と語る会議員と語る会

住
み
や
す
く
す
る
た
め
に

ふ
る
さ
と

へ
の
想
い

　

職
業
が
異
な
る
22
人
の

若
者
が
集
ま
り
、
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

岩
泉
町
へ
の
熱
い
想
い

を
積
極
的
に
堂
々
と
発
言

す
る
姿
に
頼
も
し
さ
を
感

じ
る
と
と
も
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
湧
き
、
若
者
の
魅

力
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
と
め
で
は
、
議
員
か

ら
参
加
者
へ
の
感
謝
と
若

い
力
に
期
待
す
る
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。

 

（
座
長　

野
舘　

泰
喜
）

佐
さとう

藤　大
はじめ

さん （岩泉・28歳）

　知らない人が多かった。
型通りのやりとりを行うの
かと思っていたが、しっか
りした意見交換の場になっ
ていて良かった。

魅力づくりと
住まいの確保が不可欠

▽ 

若
者
が
出
て
行
か
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
も
大

事
だ
が
、
町
外
の
人
が

住
み
た
く
な
る
よ
う
な

町
に
な
れ
ば
良
い
と
思

う
。

▽ 

魅
力
づ
く
り
も
大
事
だ

が
、
根
本
的
に
住
む
と

▽ 

商
工
会
青
年

部
で
は
、
ハ
ッ

ピ
ー
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
め
て

い
る
の
で
、
皆

さ
ん
に
参
加
し

て
欲
し
い
。

▽ 

就
職
や
住
ま
い

こ
ろ
が
少
な
い
。
町
営

住
宅
に
入
居
し
た
人
が

所
得
制
限
で
退
去
を
迫

ら
れ
て
い
る
。
他
町
村

へ
転
出
す
る
き
っ
か
け

に
な
る
の
で
は
。

▽  

施
策
を
実
施
す
る
時
に

は
、
期
日
を
示
さ
な
い

　

と
、
不
安
や
不

　

満
を
抱
え
て
転

　

出
す
る
人
が
増

　

え
て
い
く
の
で

　

は
な
い
か
。

▽ 

岩
泉
の
魅
力
は

自
然
で
あ
り
、

広
葉
樹
が
多
い

こ
と
。
定
住
化

は
所
得
の
確

保
、
特
に
も
林

業
の
所
得
向
上

が
必
要
。

の
問
題
な
ど
相
談
で
き

る
場
所
が
な
い
の
で
、

専
門
的
な
窓
口
が
欲
し

い
。

▽ 

道
路
を
も
っ
と
整
備
す

る
こ
と
や
除
雪
を
し
っ

か
り
す
る
こ
と
を
望
む
。

▽ 

地
域
づ
く
り
、
定
住
化

に
は
若
者
を
応
援
す
る

体
制
づ
く
り
が
必
要
で

あ
る
。

▽ 

少
子
化
が
進
ん
で
い
る

の
で
学
区
を
超
え
た
入

学
を
希
望
す
る
。

若者
6月18日
開催

▽ 

親
に
は
反
対
さ
れ
た
が
、

牛
の
世
話
を
し
た
く
て

帰
っ
て
き
た
。
小
さ
い

時
の
体
験
が
大
事
。

▽ 

親
か
ら
は
家
業
を
継
げ

と
は
言
わ
れ
な
か
っ
た

が
、
酪
農
に
魅
力
を
感

じ
て
戻
っ
て
来
た
。

▽ 

復
興
に
関
わ
っ
た
仕
事

が
し
た
く
て
帰
っ
て
き
た
。

▽ 

外
の
世
界
を
知
っ
て
か

ら
帰
っ
て
来
る
こ
と
も

大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

復興の仕事に関わりたいと語る桜木さん
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いかに実践するか意見を出し合う生徒たちいかに実践するか意見を出し合う生徒たち

テーマを決めてワークショップ 高校
6月16日
開催

岩
泉
の
素
材
を
生
か
す

恋
人
の
聖
地
物
語
を

岩
泉
の
P
R
活
動

龍
泉
洞
の
周
辺
整
備

テーマ11テーマ22

交
流
の
場
の
拡
大

高
齢
者
の
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

テーマ33

　

生
徒
20
人
が
４
班
に
分

か
れ
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
て

意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　

茂
庭
校
長
先
生
か
ら
の

ヒ
ン
ト
を
基
に
、
デ
ー
タ

の
分
析
・
課
題
の
検
討
・

行
動
と
反
映
を
念
頭
に
話

し
合
い
ま
し
た
。

　
「
食
材
や
イ
ベ
ン
ト
、

施
設
や
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
・

施
設
整
備
・
文
化
振
興

等
」
で
の
Ｐ
Ｒ
が
挙
げ
ら

大
おおした

下　開
かいせい

生さん
（岩泉・16歳）

　自分たちが何をすべきか考え
る機会になった。岩泉が好きだ
から、消防士を目指し、地域の
役に立ちたい。

　

メ
ン
バ
ー
全
員
で
事
前

に
課
題
と
対
策
に
つ
い
て

話
し
合
い
を
し
て
い
ま
し

た
。

　

課
題
は
、
①
恋
人
の
聖

地
の
活
用
、
②
観
光
ス

ポ
ッ
ト
不
足
、
③
滞
在
時

間
の
短
さ
、
④
子
ど
も
の

遊
び
場
が
な
い
、
⑤
周
り

が
さ
み
し
い
こ
と
が
挙
げ

　

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の

実
践
力
を
つ
け
る
た
め

に
、
行
動
す
る
（
Ｄ
Ｏ
）

こ
と
に
重
点
を
置
い
て
話

し
合
い
ま
し
た
。

　
「
高
齢
者
と
の
交
流
の

場
を
増
や
し
た
い
」と
い
う

こ
と
か
ら
、郷
土
料
理
を

習
う
こ
と
に
。
手
順
は
、高

齢
者
に
教
え
て
も
ら
い
、

泉
高
祭
の
模
擬
店
で
販
売

す
る
と
い
う
内
容
で
す
。

　

動
画
を
つ
く
り
、
ぴ
ー

ち
ゃ
ん
ね
っ
と
を
利
用

し
、
宣
伝
活
動
を
す
る
と

い
う
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

　

活
発
な
意
見
交

換
の
あ
と
、
具
体

的
な
と
こ
ろ
ま
で

詰
め
ら
れ
、
当
初

の
目
的
は
達
成
さ

れ
た
と
思
い
ま
す
。

（
４
班
班
長

 

野
舘
泰
喜
）

岩泉で役に
立ちたい

発表する高校生

れ
、
分
野
別
に
集
計
し
ま

し
た
。
ま
た
「
岩
泉
高
校

の
Ｐ
Ｒ
」
が
大
切
で
あ
る

と
の
意
見
も
た
く
さ
ん
出

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
若
い
世
代
の
ア

イ
デ
ア
を
町
政
に
反
映
す

る
よ
う
気
持
ち
を
引
き
締

め
た
と
こ
ろ
で
す
。

（
１
班
班
長
八
重
樫
龍
介
）

（
２
班
班
長　

坂
本　

昇
）

ら
れ
ま
し
た
。

　

解
決
の
た
め
に
、
①
恋

人
の
聖
地
物
語
を
作
る
。

②
カ
フ
ェ
を
作
る
。
③
④

⑤
は
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
を
行
う
こ
と
で
し
た
。

　

箇
条
書
き
で
ま
と
め
て

あ
っ
た
の
で
、
少
し
だ
け

改
善
方
法
を
ア
ド
バ
イ
ス

す
る
だ
け
で
ま
と
ま
り
、

あ
と
何
回
か

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
う
こ
と

で
具
現
化
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

（
３
班
班
長

 

三
田
地
久
志
）
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龍
泉
洞
か
ら
１
秒
間
に

流
れ
出
す
水
の
量
は
「
玉

響
」
付
近
で
最
大
１
・
５

ト
ン
。
そ
の
量
は
、
５
０

０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
に
換
算
す
る
と

３
０
０
０
本
に
な
り
、一
般

家
庭
の
お
風
呂
の
水
量
に

す
る
と
約
５
杯
分
に
相
当

し
ま
す
。

　

１
秒
間
に
凄
い
量
の
水

が
洞
内
か
ら
流
れ
出
て
い

る
こ
と
に
驚
き
で
す
。

 

（
三
田
地
久
志
）

岩泉のへぇ～を持参
または郵送で受け付けします。

〒027-0595（住所不要）
岩泉町役場議会事務局

１
秒
間
に
1.1
〜
1.5
ト
ン

玉響付近の様子（龍泉洞）

２
回
臨
時
会
は
、
３
月
19

日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
臨
時
会
で
は
、
補

正
予
算
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

■
補
正
予
算
の
主
な
内
容

▼ 

龍
泉
洞
駐
車
場
等
整
備
工
事
費

 

１
４
９
９
万
円

第

　

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
に
、
安
家

の
小
野
寺
正
登
さ
ん
（
73
）
と
岩
泉
の

木
村
一
枝
子
さ
ん
（
67
）
を
推
薦
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
委
員
は
町
が
議
会
の
意
見
を
聞

き
、
法
務
大
臣
に
推
薦
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

小
野
寺
さ
ん
と
木
村
さ
ん
は
９
月
30

日
で
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
再
度
候

補
者
と
し
て
推
薦
す
る
も
の
で
す
。

　

任
期
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
日

か
ら
３
年
間
で
す
。

人権擁護委員の推薦

駐車場が整備され、龍泉洞への往来
が便利になりました（龍泉洞まつり）

木
き むら

村　一
かず え  こ

枝子さん 小
お の  でら

野寺　正
まさ と

登さん

第 2 回
臨 時 会

龍
泉
洞
の
周
辺
整
備
に

２
０
０
７
万
円
を
備
に
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来
年
夏
の
参
議
院
選
挙
か
ら
、

選
挙
権
が
18
歳
以
上
に
引
き
下

が
り
ま
す
。
こ
れ
を
見
据
え
た

か
の
如
く
、
岩
泉
町
議
会
で
は

若
者
と
、
そ
し
て
岩
泉
高
校
生

と
は
、昨
年
に
引
き
続
き
今
年
も

「
議
員
と
語
る
会
」
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

若
者
が
抱
え
て
い
る
課
題
、

要
望
。
高
校
生
の
ア
イ
デ
ア
等
、

少
子
高
齢
化
の
中
で
、
社
会
保

障
の
担
い
手
で
あ
る「
若
い
世
代
」

の
声
を
聴
く
こ
と
が
で
き
た
貴

重
な
体
験
で
あ
り
ま
し
た
。

（
広
報
広
聴
常
任
委
員

 

八
重
樫
龍
介
）

　

津
田
・
外
山
地
区
の
佐
藤
崇
さ

ん
一
家
で
す
。

　

短
角
牛
の
一
貫
経
営
と
黒
毛
和
牛

の
繁
殖
、
さ
ら
に
は
林
業
を
家
族
で

営
ん
で
い
ま
す
。

委
員
長　

合　

砂　

丈　

司

副
委
員
長　

三
田
地　

久　

志

委　

員　

八
重
樫　

龍　

介

　
　
　
　

林　

﨑　

竟
次
郎

　
　
　
　

野　

舘　

泰　

喜

　
　
　
　

坂　

本　
　
　

昇

編
集
後
記

編
集
後
記

表
紙
の
写
真

表
紙
の
写
真

　6月定例会の傍聴者数はのべ45人でした。傍聴された方の中から、
門の田代久枝さんに傍聴した感想などをインタビューしました。

会の傍傍聴者数はのべ45人でした 傍聴さされた方
ひとことインタビューひとことインタビュー

田
たしろ

代　久
ひさえ

枝さん
（門・69歳）

また傍聴に
行きたくなる
議会

―
傍
聴
の
き
っ
か
け
は
。

田
代　

一
般
質
問
の
方
法
が
変

わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
大
変
興

味
を
持
ち
、
一
度
傍
聴
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

門
町
婦
人
会
の
役
員
会
で
話

し
た
と
こ
ろ
、
ぜ
ひ
傍
聴
し
た

い
と
い
う
意
見
が
多
く
、
小
川

地
域
振
興
協
議
会
24
人
で
傍
聴

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

―
傍
聴
さ
れ
た
感
想
は
ど
う
で

し
た
か
。

田
代　

都
会
の
高
齢
者
が
岩
泉

町
へ
移
り
住
む
よ
う
に
取
り
組

み
を
行
い
岩
泉
町
が
将
来
消
滅

し
な
い
よ
う
に
す
る
施
策
の
こ

と
や
１
次
産
業
の
活
性
化
、
小

川
地
区
の
公
共
施
設
の
再
編
の

こ
と
、
保
健
所
の
営
業
許
可
の

こ
と
等
々
、
大
き
い
こ
と
か
ら

小
さ
い
こ
と
ま
で
色
々
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
緒
に
行
っ
た
人
た
ち
と

「
ま
た
傍
聴
に
行
き
た
い
ね
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

―
議
員
に
対
す
る
要
望
が
あ
り

ま
す
か
。

田
代　

議
員
の
皆
さ
ん
は
、
発

言
し
た
こ
と
に
自
覚
と
責
任
を

持
っ
て
行
動
し
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

―
議
会
や
町
政
に
対
す
る
要
望

な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

田
代　

１
次
産
業
の
活
性
化
や

Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
に
つ
い
て
は
、
議
員

の
皆
さ
ん
と
町
職
員
が
時
間
の

許
す
限
り
話
し
合
っ
て
、
地
域

に
密
着
し
た
政
策
を
考
え
て
実

行
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

議会
を傍聴しませんか議会
を傍聴しませんか

次の定例会は、次の定例会は、99月月88日日からから開催予定開催予定ですです

傍聴の
手続きは簡単！
　傍聴席の入り口で、名前
と連絡先を書くだけです。
　放送設備の改修により、
聴こえに不安のある人専用
の席が９月定例会から設け

られる予定です。

議場を見学する大川小と 津田小の児童たち議場を見学する大川小と 津田小の児童たち
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